
 
 
 

平成26年4月18日 

 

 

 

 

過年度に係る有価証券報告書等の訂正報告書の提出 

及び過年度に係る決算短信等(訂正版)の公表について 
 

当社は、本日平成26年4月18日付で、下記のとおり過年度の有価証券報告書等の訂正報告書を関東財務

局に提出するとともに、過年度の決算短信等の一部を訂正し公表いたしましたので、お知らせいたします。 

今回の訂正による過年度業績への影響につきましては、別紙に記載のとおりであります。 

なお、訂正後の財務諸表等につきましては、九段監査法人による監査等を受けており、改めて監査報告書

等を添付しております。 
 

記 

 

１．提出した訂正報告書 

 （１）有価証券報告書 

有価証券報告書 第28期 （自 平成24 年3 月1 日 至 平成25 年2月 28 日） 

 （２）四半期報告書 

①四半期報告書 第29期第１四半期 （自 平成25年3 月1日 至 平成25年5 月31日） 

②四半期報告書 第29期第２四半期 （自 平成25年6 月1日 至 平成25年8 月31日） 

③四半期報告書 第29期第３四半期 （自 平成25年9 月1日 至 平成25年11 月30日） 

 

２．本日公表の決算短信・四半期決算短信等（訂正版） 

 （１）決算短信 

平成25年２月期 決算短信 （自 平成24年3 月1 日 至 平成25年2 月28日） 

 （２）四半期決算短信等 

①平成26年２月期 第１四半期決算短信 （自 平成25年3 月1日 至 平成25年5月31日） 

②平成26年２月期 第２四半期決算短信 （自 平成25年3 月1日 至 平成25年8月31日） 

③平成26年２月期 第３四半期決算短信 （自 平成25年3 月1日 至 平成25年11月30日） 

 

３．訂正の経緯および理由 

当社は、第三者委員会の調査結果（平成 26 年 2 月 10 日付「第三者委員会の調査報告書受領に 

関するお知らせ」参照）を受け、平成26年２月期本決算において、改めて適切な会計処理を検討する 

中で、子会社の株式会社伸芽会における一部売上の計上時期を遡って見直すことといたしました。 

具体的には、教材等の売上について、発生主義で計上すべきところ、現金入金時に一括で計上して 

いたものがあったことから、平成26年２月期本決算において発生主義のもと適切に期間按分し、売上 

計上いたしました。 

当該会計処理を受け、平成25年２月期から平成26年２月期第３四半期に係る決算についても同様 

の会計処理を採用し、決算を訂正することが適当であると判断したことによるものです。 

 

 

 

 

 
 

 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 リ ソ ー 教 育
代 表 者 代表取締役会長兼社長 岩  佐  実  次

（コード番号：４７１４  東証第一部）
問合せ先責任者 情報開示担当リーダー 劉      賢一郎

 情報開示担当リーダー 石  田  敦  英
（ＴＥＬ ０３－５９９６－３７０１）
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以 上



 
 

 
（別紙）訂正による過年度業績への影響 

 
(単位:百万円)

期 間 項 目 

連 結 

訂正前 

(Ａ) 

訂正後 

(Ｂ) 

影響額 

(Ｂ-Ａ) 

平成25年２月期 

通期 

売上高 19,858 19,814 △44

営業利益 838 794 △44

経常利益 808 763 △44

当期純利益 221 196 △25

総資産 15,401 15,421 20

純資産 791 765 △25

平成26年２月期 

第１四半期 

売上高 3,554 3,570 15

営業利益 △1,177 △1,161 15

経常利益 △1,182 △1,166 15

当期純利益 △910 △898 11

総資産 14,436 14,453 16

純資産 941 926 △14

平成26年２月期 

第２四半期 

売上高 9,185 9,208 23

営業利益 △850 △827 23

経常利益 △866 △843 23

当期純利益 △801 △785 16

総資産 19,870 19,893 23

純資産 5,445 5,435 △9

平成26年２月期 

第３四半期 

売上高 14,139 14,143 4

営業利益 △961 △956 4

経常利益 △979 △974 4

当期純利益 △1,507 △1,503 4

総資産 20,296 20,319 22

純資産 3,872 3,851 △21


